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介護医療院から在宅へ

A氏は 食事が食べられなくなり、胃瘻を
造設され入所されました。前の病院では
不眠やせん妄がありましたが、療養生活を
おくるなかで気持ちも落ち着き、日常生活
の中でできることが増えました。
食欲もでてきて、胃瘻栄養から口から
食べることができるようになり
自宅に帰りたいという思いが強まってきました。
息子さんに本人の思いと現状を伝え、環境を整え
自宅へ戻ることができました。

安定した療養生活が、潜在していた能力を引き出したのではないかと考えます。
介護医療院の理念は「利用者の尊厳の保持と自立支援」であり、今後も
長期療養生活の中で利用者さんの潜在能力をみのがさず援助していきたいと
思います。

3階にある介護医療院は、長期療養をされる利用者様が多く、
安全で快適な療養生活が送れるよう、部屋担当スタッフが中心と
なり、チーム一丸となり援助しています。
そんな介護医療院にも、ご本人やご家族様の「家に帰りたい」と
いう思いに寄り添いながら在宅復帰を叶えるお手伝いができた
経験をお話しします。

長期療養の中での自立支援
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